
ロゼッタ石
(エジプト )
BC 196

ユークリッド
幾何学
BC 301

陶器マーク
BC 2C 頃
17-18C 頃

フェニキ
ア文字
 BC 1100頃

デモティック
(民用文字 )
 BC 700

小篆
(しょうてん )
漢字 BC 221-
207頃

ラテン文字
BC 700

ローマ文字
BC 6C頃

漢字書体を
篆書 (てんしょ )

に統一
BC 217

太陽暦
(エジプト ) 
BC 4200

楔形文字
(シュメール人 )
 BC 3000

ヒエログリフ
(神聖文字、
エジプト )
BC 3000

ヒエラティック
(僧用文字 )
BC 2000頃

クレタ島の
聖刻文字
BC 2100-
1580

中国の
古文字
BC 2000 占星術

(バビロニア )
 BC 1800頃

ヒッタイト
象形文字
(北シリア )
BC 1800頃 シナイ文字

 BC 1600 漢字の起源
 BC 1766-
1123

ギリシャ文字
 BC 1000頃

甲骨文字
(中国 ) 
BC 1400

ピタゴラスの定理
( ギリシャ数学
の確立 ) 
BC 540

最初の
世界地図
BC 575

円筒印章
( シュメール人 ) 
BC 3200

印章
BC 3000 年頃

泥による
封印用の印
( 中国 ) 
BC 13C 頃

洞窟壁画
3万年前

ラスコーの
洞窟壁画
2.5 万年前

ギリシャ
神話図像
BC 5

キリスト教
図像
BC 3-4C

錬金術
記号

紀元前後

部族標章
( 中国 )
BC 1200

「漉き文様集」
C.M. ブリケ
1907

五輪旗
1912

工作機械の
操作表示記号
(JlSB 6012) 
1974

ケア•
マーク
1966

IEC 図記号
基本通則 
1972

IEC 操作用
図記号
1973,1991

電気洗濯機用
図記号
(EIAJ 1006)
1974

職場安全サイン
 (DSM, 東芝 ) 
1975 ゲレンデ

標識
1973,1980 避難場所

案内誘導サイン
( 横浜 )
1973

ケア•マーク
(JIS Z0150)
1966,1988

国際
連合旗
1947

中国幌子
( ホワンツ )
( 業種看板 )
1926

いすず
ピアッツァ
1981

テレビ、ビデオ、
オーディオ機器
図記号 (EIAJ 1000) 

1981

道路運送車両の
操作•計量•警報
シンボル (ISO 2575)

 1979

JASO Z001
( 自動車規格 )
1978

農業機械の
操作装置の識別記号

(JIS B9126)
1978

繊維製品
取扱い表示記号
(JIS L 0217) 
1976

電子複写機用
絵文字 (JBMS 12)
1975,1987

図記号の
表現方法通則
(ISO 3461)
1976,1988

安全サイン
(ISO/DIS3864,
BS5378,3)
1982,1984

セキュリティ•
システム (GK
グラフィックス ) 

1982

新非常ロ
サイン
1982

水の安全サイン 
(AS 2416) 
1980

安全サイン
F.H.K、ヘンリオン

1980

図記号の分類
( 日本機械工業
連合会 )
1981

フォークリフト
トラック用図記号
(JIS D6022)
1985

ファクシミリの
絵文字表示
(CES-DI)
1985

カメラ操作用
シンボル
1982

踏切諸施設の
色彩 (JIS E3701)

1984

産業用
ロボット操作用
図記号 (JIS B8434)

1991 

医療放射線
機器図記号
(JIS Z4004)
1989

装置用図記号
(ISO 7000)
1989

安全識標
1993

安全サイン•
ラベル•システム

1990
蓄光安全標板
(JIS Z9100)
1987 充電部の

警告標識
(MAS 510)
1982安全標識と

色彩 (BS5378/1)
1980

電熱器具
注意マーク
(EIAJ 1016)
1979

日本電子機械工業会 :
脱水槽注意マーク、
扇風機羽根注意マーク、
換気扇羽根注意マーク

1975-76

包装物危険
表示マーク
(JIS Z0151)
1973

繊維製品
取扱いマーク
1968

国連
道路標識
1949

国産車 5車
型操作ノブ
1964

NUN
スパイダー
1964

国産トラック
1. 車型 ,2. 車型

1965

安全標識
(JIS Z9103)
1967

危険物の
表示マーク
(JIS Z0151)
1973

国連
道路標識
1949

日本の
家紋
9C～

ギルドの
紋章
14C

源氏
香の図
16C 初

赤十字旗
1864

商標条例
1884,
1959

業種
シンボル
18-19C

江戸の看板
( 日本 )
18C 入墨

( 墨刊 )
1720

店舗サイン
( ヨーロッパ ) 
17-18C

墓の
シンボル

( 近世ヨーロッパ
アメリカ )

県章•市章
都市の
紋章
14C～

国旗
(世界最古の
デンマーク国旗 )

1219

大学の
校章
11C 頃

夕一タン•
チェックの
地域表示
1OC

西洋の
紋章
11C 初

「説文解字」
( せつもんかいじ )
( 中国の許慎が

漢字 9353 字を分類 )
100 頃

レビス
( フランスの
判じ絵 )
16C 頃 世界地図の

投影図法
( メルカトール
オランダ ) 
1569

「ルドルフ表」
(ケプラーの新しい

惑星表 )
1627

「象形文字図表」　
( アブラハム )

 17C

「占星術
図集」

( イタリア ) 
18C

｢絵で見る
世界の本」
コメニウス
1658

「光の屈折」
「眼の構造」
「人体解剖図」

レオナルド•ダ•ヴィンチ
1452-1519

「ボルトラーノ
海図」( 世界
最古の海図 )
1300 頃

石工のマーク
古代 -17C
特に 12C 頃

シルクロード•
敦煙の壁画
7C頃

「グラフィック・
サイン・シンボル

辞典」
W. シェファード
1971

工程図記号
(JIS Z8206)
1982「記号の事典」

江川清他
1985

「JIS ハンド
ブック図記号」
日本規格協会
1992

「世界の絵文字」
桑山弥三郎
1985

農林業用
識別記号
(ISO 3767/
1,2)1982

電気用
図記号
(JIS C0301)
1982 "生存は

分かち合いから"
A.キッチン、
太田幸夫
1984

「グラフィック・
シンボル辞典」J.
アルンステイン

1983

九州造形
短期大学
室名サイン
1980

公共案内用
図記号
1980 1990

モスクワ
オリンピック
1980 絵文字

コミュニケーション•
ツール野田淳
1985

トマムスキー場
サイン計画
太田幸夫
1983

学校図書館用
サイン ( 学校
図書サービス )

1983
解析言語
山本昌
1983

屋内配線用
図記号 (JIS
C0303)
1984

つくば
センタービル
サイン計画
1984

ロサンゼルス
オリンピック
1984

公共案内用
図記号の制作と適用
(ISO/TR7239) 
1984

つくば科学博
(Expo'85) 
1985

国際
交通博 
1986

矢印の
国際規格
(ISO/4196)
1984

国際的映像記号
増田米二
太田幸夫
1984

「ピクトグラム
[ 絵文字 ] デザイン」

太田幸夫
1987,1993

「記号の図鑑」
江川清 , 太田幸夫

1987

「図記号の
おはなし」
村越愛策
1987

溶接記号
(JIS Z3021
1981

投影法
図示記号
(ISO128)
1982

面の肌の
図示方法
(JIS B0031)
1982

「目で見る
ことばの世界」

1983

プントグラム
( アルゼンチン )

1978
水難防止サイン
( オーストラリア )

1980

フランクフルト
空港 (FA)

「サイン•
シグナル•シンボル」
W. ディエセルム

運動機構図
(ISO 3952/
1,2,3)1981,
1979

工作機械
図記号
(DIN55003
/3)1981 イコグラダ・

ブフィリップス賞
1981国際協調の

視覚化 EWC
1979

「サイン文化論」
浜口隆一
1977

「シンボル・サインズ」
アメリカ・

グラフィック・アーツ協会、
アメリカ運輪省

1974

二輪自動車
コントロール類表示
(JASO T 002)
1980

「サイン•システム」
O.アイヒャー、
M.クランペン
1977「ピクトリアル・

シンボル・ハンド
ブック」R. モドレイ
W. マイヤー
1976

グリフス•
ニュース、
M. ミード、
R. モドレイ
1970-76

「現代世界
百科大辞典」
川添登、
勝井三雄 
1974

電気用
図記号
1881

点字の記号
( 日本 )
1890 

国際
ウール
マーク 田図

( 日本 )
8C 頃

隷書
( れいしょ )
漢字 

36-220 頃

モールス信号
1832

手旗記号
の記譜
19C

手話の表記
18C

音楽記号
17C

隈取り
17C

列車時刻表
1839

天気図
1820

「悟性新論」、
ライプニツ
1704

「まことの文字
への試み」

B. ウィルキンズ
1668 

製図法
1512-92

コレオ
グラフ
15C

西夏文
( 中国 )
11C 頃

ひらがな
900 頃

万葉仮名
880

力タカナ
800 頃 記号楽符

( インド ) 
800 頃

チベット
文字
615

アラビア数字
(0 を用いた十進法、
インド ) 600

「地理学」
プトレマイオス

133

商標法 
18C 中頃

花式図
1854

南部絵暦 
18C 初

「解体新書」
杉田玄白他
 1774

分子構造
の図解
19C

「鳥獣戯画」
鳥羽僧正
1140

ウォーター
マーク
1300-1596

花押
(日本の天皇 ) 

701

チェス
1849

花札
18C 末

タロット
14C 

トランプ
1320 頃

日本の家紋
9C

イヤー
マーク
18C

銀製品マーク
1600-
1700 頃

出版社
マーク
1480-1500

印刷工マーク
(聖詩編 )
1457

「土佐日記」
(紀貫之 最初の
かな文字文学 )

935

楷書体
( 中国 )
180

烙印
( らくいん ) 
8C～

仏教図像
1C末

占星術記号
( プトレマ
イオス )
 2C

マヤ
絵文字
400

地図記号
2C

「大日本沿海
興地全図」
伊能忠敬
1821

視覚言語」
G. ケペシュ
1944

家庭用品
品質表示法
1963

「シンボルの原典」
H. ドレイフュス

1972

視覚教育
システム
Lフェラー
1971

公共サイン展
(AIGA)
1974 

船舶救命および
消火設備の図記号
(JIS F0051)
1978

ピクトリアル
研究所
1972

「漢字の感字」
伊藤勝一
1972

「矢印」
A. スタンコウスキー

1972

船舶通風
系統図記号
(JIS F0050)
1978

英国空港
管理局 (BAA)
1972

動物園
サイン計画
L.ワイマン
1977

ブエノスアイレス
市立病院サイン

システム (シェクスピア•
デザイン•スタジオ )

 1977

新東京
国際空港 (NTA) 

1978

「シンボル
サインズ」

(アメリカ運輸省 ) 
1974

観光用
道路標識
J. ウィドマー

モントリオール
オリンピック
1976

プラハ市
地下鉄
1974

沖縄海洋博
サイン計画
1975

コミュニ
ケーション
K.F.ロス

ダラス・
フォートワース
国際空港
(D/FW) 1973

ラスベガス空港
(LVA)
1972

ミュンヘン
オリンピック
1972

ピクト
グラフィス
1972

鉱山記号
(JIS M0101)
1978

編目記号
(JIS L0201)
1978

工作機械用シンボル
(BS 3641/1,2,3)
1971,1973,
1980

機械の数値
制御表示記号
(ISO2972)
1979

オーストラリア
民間航空局
(ADCA)
1972

札幌冬期
オリンピック
(WO'72)
1972

冷凍用図記号
(JIS B8601)
1978

建築製図通則
(JIS A0150)
1978

プリント誌
サイン•シンボル

特集号
1971

「工学サイン・
シンボル百科」
D. ポロン
1965 「象徴都市」

 K. リンチ
1960

「コスミック
ビュー」

キース•ブーケ 
1957

「世界地理地図」
H. バイヤー
1956

「コミュニケー
ションの歴史」
L. ホグベン
19452 値論理

素子記号
(JIS C6271)
1973

シアトル・
タコマ空港
(S/TA)
1971

カナダ
サイン
システム

教育機器
の表示
(EIAJ 1013)
1977

スウェーデン
国立公園 (SP)
1972

国際交通
博覧会
1972

ニューヨーク・
ニュージャージー
港湾管理局
(Prt) 1971

東京国際空港
(TA)
1970

合衆国
国立公園
(NPS)
1970

溶接機用
電気図記号
(JIS C9309)
1977

EXPO' 70
大阪万国博
1970

情報処理用
流れ図記号
(JIS C6270)
1975

国際民間
航空機構
(ICAO)
1970

サイン•
システム

H.W. カピツキー
1970

テレビ操作部
表示記号
(EIAJ 1003)
1973

身障者用
グラフィック•
ジンボル
(Rl) 1969

メキシコ市
地下鉄
1969

ころがり
軸受製図
(JIS B0005)
1973

モントリオール
万国博
1967

メキシコ
オリンピック
1968

ドイツ空港協会
(ADV)
1968

鉄道信号用
図記号
(JIS E3012)
1972

ヘミスフェア
( サン•アントニオ )

1968

旅行案内サイン
P. オーサー
1968

油圧・
空気圧用図記号
(JIS B0125)
1972

ピクト・システム
L.ヴァンマルデルン

宇宙人宛
メッセージ
( パイオニア
10 号 ) 1972

スウェーデン
KFAI 社 オランダ鉄道

(NPP)

「インデアン•
サイン•ランゲージ」
W.トムキンス
1969

航空輸送協会
(ATA)
1966

国際航空
輸送協会
(IATA) 
1966

プロムナード
計画 ( 横浜 )
1965

ロコス
太田幸夫
1965

セマント
グラフィー
C.K. プリス
1964

「シンボルの哲学」
S.K. ランガー
1941

「近代人の形成」
 O. ノイラート

1939

「サインの本」　
R. コッホ
1930

アイソタイプ
O. ノイラート
1925

道路標識
( 日本 )
1922 

国際鉄道連盟
(UIC)
1965

交通サイン
H. ヒルビック
1964

ピクト
C. ジャンソン
1958

ISBLB
国際コンペ
1964

東京
オリンピック
1964

イコグラダ
サイン•

シンボル計画
1963

校正記号
20C

国際通信旗
1934

H. ボルマンの
絵地図
1948

ロンドン
オリンピック
1948

サーブリック
記号 ( 動作
分析用記号 )
1911

ロンドン
地下鉄
1933

国際
道路標識
1949

カナダ輸送空港 /
カナダ航空
運輸省 (TC) 
1974

目で見ることばの
歴史と拡がり

太田 幸夫
Yukio Ota

History and Spread of Pictograms

● ピクトグラムの種類
● 注意・警告・禁止　ネガティブな行動に対して役立つもの

● 安全・衛生　防災・健康管理に資するもの

● 指示・操作　ポジティブな行動に対して役立つもの

● 識別・分類　区別して認知させるもの

● 象徴　精神活動とか協調に資するもの

● 署名・証明・保証・認証　社会的信用に役立つもの

● 教育・啓蒙・思考・研究　知的生産活動に役立つもの

● 伝達・記録・表示　コミュニケーション素子としてのもの

● 案内・誘導 (「解説」および一部「規制」を含む )

　　施設や催事にかかわりやすくするもの

注 :
1. ピクトグラム以外にも、関

連する文字、グラフィック・シン

ボル、地図、解剖図など図解類の一部

および関連図書資料など加えた。　2. 掲載事

例は、中味のボリュームや重要性の多少を問わない。

掲載図版も重要性を表わすためのものではない。

ヘンリー・ドレイフュス
『シンボルの原典』に敬意を表して

ピ
クトグラムと

その周辺の歴史

および役割をまとめ

てみた。ピクトグラムの

歩みと拡がりが、人類のコ

ミュニケーションの歴史と軸を

おなじくする、ということが、読み

とってもらえるだろうか。視覚コミュニ

ケーションの発達を、工学的技術と視覚デザイン

の相関としてとらえた場合、ピクトグラムの役割は、今

や汎地球的に高まり拡がっている。情報化社会の将来を左右

し、個人の認識の世界にも、深くかかわりを持とうとしている。おそら

く後世の人たちは、こうしたピクトグラムのすう勢を、L. ホグベンが半世紀前に

指摘したようにコミュニケーション史のエポックとみなすだろう。ただ、それが彼のいう

"黄金時代 "の始まりといえるかどうかは、ピクトグラムの可能性の開発いかんにかかっている。

(『ピクトグラム [絵文字 ]デザイン』　太田幸夫著より抜粋 )

紀元

紀元前 4万年

1900 年


